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２００２ №６０８７

　

超
高
齢
社
会
を
前
に
、
老
後
の
生
活
は
自
分
で
守

る
意
識
の
高
揚
と
、
お
互
い
に
助
け
合
う
連
帯
社
会

の
確
立
、
そ
し
て
公
的
条
件
整
備
が
急
務
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
は
勿
論
の
こ
と
地
方
自
治
体
や
企
業
、

民
間
団
体
、
地
域
住
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
と
責
任

を
担
い
、
様
々
な
福
祉
課
題
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
時
代
に
入
っ
た
と
も
言
え
ま
す
。

　

こ
う
し
た
背
景
の
中
で
、
学
校
教
育
の
一
環
と
し

て
小
・
中
・
高
校
の
生
徒
が
体
験
学
習
と
称
し
て
施

設
に
訪
れ
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
全
て
初
め
て
の
体

験
で
、
最
初
は
ど
う
し
て
よ
い
か
分
か
ら
ず
戸
惑
い

ま
す
が
、「
あ
り
が
と
う
」「
ご
く
ろ
う
さ
ま
」
と
笑

顔
で
接
し
て
く
れ
る
お
年
寄
り
の
姿
に
緊
張
も
解

れ
、
最
後
に
は
気
持
ち
良
く
お
世
話
が
で
き
た
と
話

し
て
帰
っ
て
い
き
ま
す
。
僅
か
一
日
の
体
験
か
ら
、

�
思
い
や
り
・
い
た
わ
り
・
や
さ
し
さ
�
が
芽
生
え
、

お
年
寄
り
や
障
害
の
あ
る
人
が
、
横
断
歩
道
や
駅
の

階
段
で
困
っ
て
い
た
ら
「
ご
一
緒
し
ま
し
ょ
う
」
と

手
を
差
し
伸
べ
、
電
車
の
中
で
は
「
ど
う
ぞ
」
と
席

を
譲
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

四
月
か
ら
公
立
学
校
で
は
、
完
全
週
五
日
制
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
の
制
度
で
、
お
年
寄
り
や
障

害
の
あ
る
人
と
接
す
る
機
会
が
増
え
れ
ば
、
子
ど
も

た
ち
の
道
徳
教
育
は
も
と
よ
り
、
生
活
全
般
に
潤
い

を
与
え
る
も
の
と
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

共
楽
荘
施
設
長　

阿
部
秀
昭
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こ
れ
ら
の
動
き
は
、
社
会
福
祉
基
礎

構
造
改
革
に
よ
る
福
祉
を
取
り
巻
く
制

度
の
大
き
な
変
化
、
特
に
十
二
年
度
の

「
介
護
保
険
制
度
」
導
入
後
の
影
響
が

求
人
と
求
職
者
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
要
因

　

十
三
年
度
の
求
人
･
求
職
者
動
向
の

特
徴
的
な
事
柄
は
次
の
二
点
で
す
。

①
有
効
求
人
数
が
有
効
求
職
者
数
を
上

回
り
（
有
効
求
人
倍
率
が
、
十
二
年

度
の
〇
・
八
八
二
か
ら
一
・
〇
七
九

へ
）、
求
人
と
求
職
者
の
バ
ラ
ン
ス

が
逆
転
し
た
こ
と

②
非
常
勤
・
パ
ー
ト
雇
用
職
員
の
募
集

求
人
が
、
全
求
人
件
数
の
五
四
％

（
千
二
百
七
十
三
件
）
と
半
数
を
超

え
た
こ
と
（
図
１
）

ま
す
と
、
求
人
・
求
職
者
と
も
に
増
加

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
紹
介
件
数
に
つ
い

て
も
年
々
増
加
し
、
九
年
度
か
ら
十
三

年
度
で
は
二
・
四
倍
の
紹
介
を
行
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
求
人
と
求
職

者
間
で
ミ
ス
マ
ッ
チ
が
生
じ
て
お
り
、

紹
介
件
数
の
割
に
は
就
職
者
数
が
伸
び

悩
ん
で
い
る
現
状
が
あ
り
ま
す
。

よ
り
良
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
く
た
め
に

　
　
〜
か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
求
人
と
求
職
者
の
動
向
〜

　

平
成
三
年
度
に
開
所
し
た
本
会
か
な
が
わ
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
福
祉
人
材
セ

ン
タ
ー
）
は
、
求
人
と
求
職
者
の
間
に
立
ち
、
無
料
職
業
紹
介
を
始
め
と
し
て
様
々
な
角

度
か
ら
、
福
祉
人
材
の
確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
開
所
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
求
人
・
求
職
者
の
取
り
扱
い
状
況

の
推
移
を
分
析
し
な
が
ら
、
福
祉
人
材
を
巡
る
現
状
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
ま
と
め
ま

し
た
。

度
に
全
国
に
先
駆
け
て
「
神
奈
川
県
福

祉
人
材
セ
ン
タ
ー
」（
現
在
の
、
か
な
が

わ
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
福
祉
人
材

課
）
を
開
所
し
ま
し
た
。

求
人
・
求
職
者
の
う
ご
き

　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
は
当
初
、
県
内

各
地
で
の
潜
在
介
護
者
講
習
会
や
巡
回

相
談
な
ど
に
よ
る
福
祉
人
材
の
掘
り
起

こ
し
や
、
相
談
体
制
の
強
化
に
よ
り
人

材
確
保
対
策
事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し

た
。

　

ま
た
福
祉
職
場
体
験
事
業
な
ど
に
よ

り
、
福
祉
施
設
の
機
能
や
従
事
者
の
役

割
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
な
ど
、
福

祉
施
設
へ
の
就
労
促
進
や
職
場
で
の
定

着
化
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
開
所
当
初
に
は
年
間
八

十
四
名
だ
っ
た
就
職
者
も
、
昨
年
度
は

五
百
四
十
九
名
と
大
幅
に
増
加
し
、
十

年
間
で
合
計
二
千
八
百
八
名
の
方
が
就

職
し
て
い
ま
す
。（
表
１
）

　

特
に
最
近
五
年
間
の
状
況
を
見
て
み

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
開
所
の
経
緯

　
「
福
祉
の
仕
事
」の
イ
メ
ー
ジ
は
こ
こ

十
余
年
で
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま

す
。

　

バ
ブ
ル
の
絶
頂
期
、
景
気
の
加
熱
期

の
時
代
は
、
福
祉
の
職
場
へ
の
就
職
希

望
者
は
少
な
く
、
慢
性
的
な
人
手
不
足

に
よ
り
処
遇
面
の
見
直
し
を
行
う
な

ど
、
多
く
の
福
祉
施
設
は
運
営
上
の
課

題
を
抱
え
て
い
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
本
会
で
は
平
成
二
年
度
に
、

こ
う
し
た
福
祉
施
設
の
要
請
に
応
え
る

上
で
も
「
福
祉
マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保
」

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
、「
福

祉
施
設
・
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
等
研
究
委

員
会
」を
立
ち
上
げ
、福
祉
人
材
確
保
に

つ
い
て
の
研
究
討
議
を
重
ね
ま
し
た
。

　

ま
た
、
将
来
を
担
う
介
護
福
祉
人
材

の
養
成
・
確
保
を
促
進
す
る
た
め
、
養

成
校
の
学
生
を
対
象
に
「
介
護
福
祉
士

修
学
資
金
貸
付
制
度
」
を
創
設
す
る
こ

と
に
な
り
（
後
に
国
の
制
度
に
）、
三
年

表１　福祉人材センター求人・求職取り扱い状況
１３年１２年１１年１０年９年８年７年６年５年４年３年項　目
４，４２１３，１１７３，５４３２，５３４２，１５９１，７５５１，６１１１，４８６１，０７１７７６６７４新規求職者（人）
２，３６２１,０２３９２６６２３４５１３８８３５０２７９２２６２５２１１９求人件数（件）
２，１２２１，７５４１，８６４１，２２７８７１６２３８７３４３２２３２２０９―紹介件数（件）
５４９４７７４２５２６０２４０１７１２０４１６９１１８１１１８４就職者数（人）

２，０７４１，４１４１，８９３１，５６０１，１３８９３１８０７９４５７８４５５５―年度末有効求職
者数（人）

２，２３８１，２４７６８１３７６１２２７７７１９５５９１０２―年度末有効求人
数（人）

１．０７９０．８８２０．３６００．２４１０．１０７０．０８３０．０８８０．１０１０．０７５０．１８４―年度末有効求人
倍率
※年度末有効求人倍率＝年度末有効求人数÷年度末有効求職者数

常勤�
1，089件�

常勤的非常勤（契約および臨時職員）（303件）�

非常勤・パート職�
（970件）�

図1　平成13年度求人勤務形態別件数�
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あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
介
護
保
険
制
度
施
行
に

よ
り
、
他
業
種
の
営
利
法
人
が
、
新
た

に
サ
ー
ビ
ス
提
供
主
体
と
し
て
積
極
的

に
参
入
し
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
中
心

に
大
量
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
雇
用
の
人

材
を
求
め
た
こ
と
。
更
に
は
、
社
会
福

祉
法
人
に
お
い
て
も
利
用
契
約
制
度
へ

の
移
行
に
伴
い
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
低

下
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
適
正
で
効
率
的

な
経
営
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お

り
、
一
定
数
の
非
常
勤
や
パ
ー
ト
タ
イ

マ
ー
職
員
の
雇
用
を
す
す
め
て
い
る
こ

と
が
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
方
、
多
く
の
求
職
者
は
正
規
職
員

と
し
て
の
雇
用
を
希
望
し
て
お
り
、
こ

の
双
方
の
希
望
雇
用
形
態
の
ズ
レ
が
ミ

ス
マ
ッ
チ
を
生
ん
で
い
る
も
の
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
求
人
の
少
な
い
児
童
福

祉
施
設
や
障
害
福
祉
施
設
へ
の
就
職
希

望
者
が
多
い
こ
と（
図
２
・
３
）や
、有
資

格
者
を
求
め
る
傾
向
が
高
ま
っ
て
い
る

こ
と
な
ど
も
一
因
と
言
え
そ
う
で
す
。

よ
り
よ
い
福
祉
人
材
確
保
に
向
け
て

　

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
か
ね
て

よ
り
求
職
者
に
対
し
、
講
座
等
の
実
施

や
相
談
・
助
言
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
福
祉
現
場
を
取

り
巻
く
状
況
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
よ
り

良
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
向
け
た

福
祉
人
材
の
確
保
・
養
成
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
Ｉ
Ｔ
化
が
進
む
な
か
で
、
本

会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
求
人
情
報

の
提
供
は
も
と
よ
り
、
求
職
者
の
利
便

性
を
高
め
る
た
め
の
、
効
率
的
な
セ
ン

タ
ー
運
営
に
つ
い
て
検
討
を
重
ね
て
い

く
予
定
で
す
。

　

更
に
本
年
度
か
ら
は
、
離
職
者
支
援

事
業
と
し
て
、
離
職
者
に
対
し
福
祉
施

設
へ
研
修
派
遣
を
行
う
「
福
祉
の
職
場

体
験
事
業
」
や
期
間
限
定
の
職
員
を
募

集
す
る
求
人
に
対
し
て
、
求
職
者
を
紹

介
す
る
「
短
期
雇
用
職
員
登
録
制
度
」

に
取
り
組
み
、
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
こ
と
の
で
き
る
就
労
促
進
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

（
福
祉
人
材
課
）

図2　平成13年度求人分野別件数�

老人福祉・介護保険�
（1，466件）�

身体障害者福祉�
（68件）�

児童・母子福祉�
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知的障害者福祉�
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精神障害者福祉�
（28件）�

その他（社協・法人本部等）�
（414件）�

生活保護�
（5件）�

その他その他（事務職（事務職・栄養士等）栄養士等）�
（256件）件）� 介護職介護職（ホームヘル�

パー除く）（820件）�

図3　平成13年度求人職種別件数�

相談員・指導員�
（311件）�

介護支援専門員（263件）�

ホームヘルパー�
（276件）�

保育士（103件）�

セラピスト�
（37件）�

看護職（296件）�

その他（事務職・栄養士等）�
（256件）� 介護職（ホームヘル�

パー除く）（820件）�
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なご相談をお受けします

求　人　登　録
求人票をお預かりし、求人条件に
適合する登録者を検索するリク
エストサービスなどを行います

情　報　提　供
求人情報を本会ホームページ等に掲載します。また、センター内に求
人情報を配架し、求職者が閲覧します

面　接　機　会　を　設　定
横須賀市・小田原市・相模原市・厚木市の県内４カ所で巡回相談会を
開催します。また、求人者合同での就職相談会（※）を開催します

センターが間に立ち調整のうえ、求人者が採用試験を実施

採
用
決
定
！�

職員の募集
をしたい

求人情報をお寄せください！
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神
奈
川
県
自
閉
症
児
・
者
親
の
会
連

合
会
（
佐
藤
辰
男
代
表
）
で
は
、
自
閉

症
の
人
た
ち
や
そ
の
家
族
、
保
護
者
が

必
要
と
す
る
、
県
内
の
福
祉
資
源
情
報

を
ま
と
め
た
「
自
閉
症
の
人
た
ち
の
た

め
の
福
祉
資
源
マ
ッ
プ　

か
な
が
わ
」

in

を
発
行
し
ま
し
た
。

　

冊
子
は
「
親
の
会
」
な
ら
で
は
の
視

点
で
、
子
ど
も
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を

軸
に
お
い
て
編
集
さ
れ
て
お
り
、
我
が

子
の
障
害
に
つ
い
て
の
不
安
や
心
配
を

抱
え
る
両
親
の
助
け
と
な
る
情
報
が
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

情
報
は
、
乳
幼
児
期
の
通
園
施
設
や

母
子
グ
ル
ー
プ
の
紹
介
な
ど
を
は
じ

め
、
学
童
期
を
迎
え
る
際
の
教
育
相
談

窓
口
や
養
護
学
校
の
一
覧
の
ほ
か
、
障

害
者
職
業
相
談
の
実
施
機
関
や
地
域
就

労
援
助
セ
ン
タ
ー
の
案
内
、
福
祉
施
設

な
ど
、
就
学
期
を
終
え
、
地
域
の
中
で

活
動
す
る
際
に
活
用
で
き
る
リ
ス
ト
も

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
各
市
町
村
で
実
施
さ
れ
て
い

る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ

ス
の
窓
口
、
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
の
情

報
な
ど
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
子

ど
も
の
年
齢
や
学
齢
な
ど
の
成
長
段
階

に
合
わ
せ
た
、
き
め
細
か
い
内
容
と
な

っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
巻
末
で
は
、
権
利
擁
護
や
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
援
助
に
つ
い
て
の

仕
組
み
が
わ
か
り
や
す
く
図
説
さ
れ
、

主
な
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン
関
連
組
織
の
一
覧

表
も
あ
わ
せ
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
自

閉
症
児
・
者
に
限
ら
ず
、
広
く
障
害
児

・
者
や
そ
の
家
族
に
と
っ
て
役
立
つ
情

報
が
満
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

冊
子
は
有
償
で
頒
布
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
方
は
直
接
連
合
会
ま

で
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
（
一
冊
三
百

円
。
送
料
別
途
負
担
）。

※
こ
の
冊
子
の
作
製
に
は
、
本
会
「
第

二
種
正
会
員
連
絡
会
」
並
び
に
「
第
三

種
正
会
員
連
絡
会
」
の
「
平
成
十
三
年

度
研
究
成
果
普
及
事
業
」
に
よ
る
助
成

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
企
画
課
）

◆
県
自
閉
症
児
･
者
親
の
会
連
合
会　

�
・　

０
４
６
８
―　

―
７
０
２
４（
浅

FAX

２４

羽
）

　

県
内
の
身
体
障
害
福
祉
関
係
者
が
集

ま
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る

情
報
提
供
や
権
利
保
障
、
利
用
者
主
体

の
サ
ー
ビ
ス
提
供
等
を
支
援
す
る
「
神

奈
川
県
身
体
障
害
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
従
事
者
協
議
会
」（
以
下
、
協
議
会
）

が
発
足
し
、
五
月
十
四
日
秦
野
市
で
設

立
総
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

総
会
に
先
駆
け
て
、
谷
口
明
広
氏

（
自
立
生
活
問
題
研
究
所
所
長
、
厚
生

労
働
省
障
害
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体

制
整
備
検
討
委
員
会
身
体
障
害
者
部
会

委
員
）
よ
り
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

　

講
演
で
谷
口
氏
は
、「
療
育
等
支
援

事
業
の
見
直
し
や
来
年
度
か
ら
の
支
援

費
支
給
制
度
実
施
に
よ
り
、
障
害
福
祉

の
体
制
が
大
き
く
変
ろ
う
と
し
て
い
る

な
か
で
、
障
害
の
あ
る
方
々
の
生
活
が

良
く
な
る
か
悪
く
な
る
か
は
、
ひ
と
え

に
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
従
事
者
の
手
腕

に
か
か
っ
て
い
る
と
思
う
。
充
実
し
た

毎
日
を
送
れ
る
支
援
計
画
を
立
て
る
た

め
に
、『
幸
せ
に
し
た
い
』
と
本
当
に
願

う
気
持
ち
を
常
に
持
っ
て
支
援
し
て
欲

し
い
」
と
、
協
議
会
の
今
後
の
活
動
に

期
待
感
を
表
明
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
設
立
総
会
で
は
、
発
起
人

で
あ
る
藤
村
和
靜
氏
（
県
障
害
者
ケ
ア

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
体
制
整
備
検
討
委
員
会

身
体
障
害
者
部
会
委
員
）
が
、「
支
援
費

支
給
制
度
を
『
権
利
』
と
し
て
有
効
活

用
す
る
に
は
、
利
用
者
の
意
向
を
確
認

し
、
そ
れ
を
示
す
役
割
を
担
う
こ
と

が
、
今
後
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ネ
ン
ト
従
事
者

に
求
め
ら
れ
る
機
能
と
な
っ
て
く
る
と

思
う
。
ま
た
、
具
体
化
さ
れ
ず
潜
在
し

て
い
る
サ
ー
ビ
ス
需
要
の
施
策
化
に
向

け
た
活
動
や
、
幅
広
い
分
野
を
視
野
に

域
の
関
連
組
織
と
連
携
し
な
が
ら
、
幅

広
い
活
動
を
し
て
い
き
た
い
」
と
意
欲

を
示
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
鈴
木
治
郎
会
長
（
県
障
害
者

自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
）

を
中
心
に
、
経
験
と
専
門
性
を
活
か
し

た
組
織
的
な
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
（
企
画
課
）

◆
同
協
議
会（
県
障
害
者
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
内
）

�　

―　

―
７
５
０
３
（
矢
野
）

０４６

２４７

入
れ
た

支
援
計

画
を
立

て
て
い

く
こ
と

も
役
割

の
ひ
と

つ
だ
と

考
え
て

お
り
、

会
員
相

互
や
県

県
内
の
役
立
つ
福
祉
資
源
を
掘
り
起
こ
し
情
報
化

－

自
閉
症
児
・
者
親
の
会
が
情
報
マ
ッ
プ
を
発
行－

身
障
者
の
充
実
し
た
生
活
を
実
現
し
支
え
て
い
く
た
め
に

－

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
従
事
者
協
議
会
設
立
さ
れ
る－

施設や主要機関が地図や表でわ
かりやすく記載されています

国の動向などをまじえながら今後のケ
アマネジメントのあり方を語る谷口氏
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私
が
以
前
留
学
し
て
い
た
イ
ギ
リ
ス

で
は
、
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
（
芳
香
療
法

＝
植
物
か
ら
抽
出
し
た
一
〇
〇
％
天
然

の
精
油
を
利
用
し
て
、
心
身
の
健
康
を

図
る
自
然
療
法
）
が
生
活
の
中
に
ご
く

自
然
に
溶
け
込
ん
で
い
ま
し
た
。
風
邪

の
季
節
に
は
、
抗
菌
性
の
あ
る
ユ
ー
カ

リ
や
免
疫
性
を
高
め
る
レ
モ
ン
の
香
り

等
を
ア
ロ
マ
ポ
ッ
ト
で
部
屋
中
に
香
ら

せ
感
染
を
防
い
だ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
後
の

筋
肉
痛
の
防
止
に
、
マ
ー
ジ
ョ
ラ
ム
で

マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
た
り
、
お
風
呂
に
お

気
に
入
り
の
精
油
を
数
滴
入
れ
、
心
地

よ
く
眠
れ
る
よ
う
に
し
た
り
と
、と
に
か

く
生
活
の
い
た
る
場
面
に
ア
ロ
マ
テ
ラ

ピ
ー
が
登
場
す
る
の
で
す
。
私
自
身
、

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
は『
趣
味
』程
度
の
認

識
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
次
第

に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

滞
在
先
の
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
が
「
心
ば

か
り
か
体
の
バ
ラ
ン
ス
も
崩
し
、
様
々

な
病
気
を
引
き
起
こ
す
原
因
と
な
る
ス

ト
レ
ス
に
、
一
番
良
い
薬
は
リ
ラ
ッ
ク

ス
す
る
こ
と
。
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
は
、

香
り
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
る
と
と
も
に
マ

ッ
サ
ー
ジ
に
よ
っ
て
、
全
身
の
毛
細
血

管
が
精
油
の
有
効
成
分
を
体
の
隅
々
ま

で
届
け
、
心
身
共
に
健
康
に
し
て
く
れ

る
」
と
話
し
て
い
た
の
が
と
て
も
印
象

的
で
し
た
。
ま
た
、
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー

は
、
精
油
で
治
療
可
能
な
軽
症
の
疾
患

の
処
置
や
ホ
ス
ピ
ス
へ
の
導
入
、
高
齢

者
、
学
習
障
害
児
へ
の
ケ
ア
な
ど
、
現

代
医
学
と
連
携
し
て
活
用
す
る
補
完
療

法
と
し
て
、
国
民
健
康
保
険
の
対
象
に

も
な
っ
て
い
る
と
い
う
の
に
は
驚
か
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
心
身

を
癒
す
自
然
療
法
と
し
て
認
め
ら
れ
て

い
る
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
で
す
が
、
日
本

で
は
ま
だ
、『
趣
味
』
の
領
域
で
あ
る
こ

と
を
と
て
も
歯
�
く
思
い
ま
す
。
誰
で

も
で
き
る
ケ
ア
と
し
て
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ

ー
が
広
ま
り
、
障
害
や
疾
病
な
ど
で
心

に
様
々
な
闇
を
抱
え
て
い
る
方
々
の
、

気
持
ち
を
緩
和
で
き
る
手
段
と
し
て
活

か
せ
な
い
か
と
思
う
日
々
で
す
。

（
こ
や
な
ぎ
ゆ
う
こ
）

�投稿をお寄せください�
　「福祉について思うこと」をテー
マにした投稿をお待ちしています。
他のテーマや今まで本紙に掲載し
てきた内容への意見でも結構です。
　７００字を目安にしますが、分量は
問いません。匿名でも結構です。
　原稿は郵送などで、県社協企画
課タイムズ係へお送りください。

FAX　０４５－３１２－６３０２
Mail　kikaku@jinsyakyo.or.jp

　

平
成
十
三
年
度
に
厚
生
労
働
省
社
会

・
援
護
局
内
に
設
置
さ
れ
た
「
福
祉
サ

ー
ビ
ス
に
お
け
る
危
機
管
理
に
関
す
る

検
討
会
」
で
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
お

け
る
危
機
管
理
（
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
）
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
検

討
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
指
針
に
ま
と

め
公
表
し
ま
し
た
。

　

福
祉
制
度
改
革
に
よ
り
、
福
祉
の
利

用
形
態
が
措
置
か
ら
契
約
へ
移
行
さ
れ

る
な
か
、
安
心
で
安
全
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
体
制
整
備
が
、
福
祉

事
業
者
に
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
指
針
で
は
、
生
活
全
般
に
対

す
る
支
援
や
発
育
の
助
長
を
促
す
と
い

う
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
特
性
を
踏
ま
え
、

質
の
高
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
、

事
故
を
未
然
に
回
避
で
き
る
と
い
う
考

え
方
と
、
利
用
者
の
個
別
性
を
勘
案

し
、
創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
取
り
組
む

こ
と
を
基
本
的
な
視
点
と
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
経
営
者
や
施
設
長
の
強
い

決
意
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
取
り

組
み
を
浸
透
さ
せ
、
改
善
、
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
明
記
さ
れ
て
お

り
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
り
、
継
続
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
危
機
管
理
に
繋
が

る
と
結
ん
で
い
ま
す
。　
　
（
企
画
課
）

◆
Ｕ
Ｒ
Ｌ　http://w

w
w
.m
hlw
.go.j

p/shingi/2002/03/s0328-1.htm
l

利
用
者
の
笑
顔
と
満
足
を
求
め
て
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を

－

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
危
機
管
理
に
関
す
る
指
針
が
公
表
さ
れ
る－

「福祉サービスにおける危機管理（リスクマネジメント） 
に関する取り組み指針～利用者の笑顔と満足を求めて～」の概要

１　総論
〇福祉サービスにおける危機管理（リスクマネジメント）の基本的な視点
　�「より質の高いサービスを提供することによって多くの事故が未然に回
避できる」という考え方（クオリティーインプルーブメント）で取り組
むべき

　�個別性が高いため、それぞれの施設において十分な検討と創意工夫が必要
〇経営者の役割や責任
　�経営者のリーダーシップと決意の重要性

２　危機管理（リスクマネジメント）を進める体制整備にあたって
〇危機感地体制の整備や取り組みを進めるにあたってのポイント
　�組織風土の改善
　�組織全体での取り組み
　�継続的な取り組み

３　事故を未然に防ぐ諸方策に関する指針
〇福祉サービスの特性を踏まえた視点と具体的な対応
　�コミュニケーションの重要性
　�苦情解決への取り組み
　�リスクマネジメントの視点を入れた業務の見直しを取り組みの重要性

４　事故が起こってしまったときの対応指針
〇利用者本人やご家族の気持ちを考え、相手の立場に立った発想が基本
　�サービスの質の向上を基本的な視点とした日頃からの取り組みの重要性
　�組織としての対応、事実を踏まえた対応、窓口を一本化した対応が原則
　�事実の把握と家族等への十分な説明、改善策の検討と実践、誠意ある対応
　�事故発生直後の迅速な対応に向けた備えと周知徹底の必要性



第６０８号　福祉タイムズ　２００２．７．１５　第三種郵便物認可 （６）

県
社
協
の�

平成１３年度本会事業の報告書・資料をご活用ください！
福祉資料室では、「新　県社協活動推進計画」にもとづき本会で実施した各種事業等の報告書・資料等をご用意しております。◎印の
ものはおわけできますので（部数に限りがあります）、お気軽にお問い合わせください。（福祉資料室のご案内は７面参照）

内　　　　　　　　　　　容資　　　料　　　名　　　※（　）は部署名

１３年度の本会事業・決算の報告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎事業報告並びに収入支出決算報告書（企）１
１４年２月現在の県内社会福祉施設の経営法人及び施設の基本情報等　　　　　　◎かながわの保健福祉情報Vol.４（企）２
支援費制度、障害者ケアマネジメント等の解説のほか関連資料を収録障害福祉サービスにおける支援費制度と生活支援システムの要点（社）３
施設における危機管理､身体拘束ゼロ､介護予防､養護･軽費等のあり方の研究報告神奈川県社会福祉協議会老人福祉分科会研究会報告書（社）４
福祉法人の安定経営を目指すための、新たな人事考課制度の導入手順を解説人事考課制度の構築・導入～定着にむけて（社）５
県内各社協の組織・財政の状況、取り組み事業の特徴等を集録市町村社協活動現況報告書２００２（地）６
市町村社協の地域生活支援センター運営事業の取り組み事例や事業評価等地域福祉の総合的な展開をめざして（地）７
制度改革に伴う課題を踏まえ､市町村社協活動（計画）の強化･充実に向けた指針改訂地域福祉プラン２１～かながわ指針（地）８
子育て中の母親へ情報提供のためのデータブック子育て支援データブック（地）９
｢公園を子育てサロンに｣等､子育てネットワーク推進事業の成果子育てネットワーク推進事業実施報告書（地）１０
保護司の活動事例６編を紹介非行や犯罪のない社会づくりのために（生）１１
青少年問題を考える討論集会の記録「子どもの本音、子どもの素顔」（生）１２
１３年度の民生委員児童委員活動推進会議報告。高齢者支援活動の事例等を収録地域における民生委員児童委員活動への期待（生）１３
県内福祉施設の雇用の現状等についての調査結果社会福祉施設の人材確保に関する需用調査報告書（人）１４
毎年２月開催の大会報告。県内福祉従事者の実践・研究成果の発表概要　　　　◎第４０回社会福祉研究発表大会[研究発表概要]（研）１５
地域でボランティアに参加している方の、勤労者マルチライフを紹介　　　　　◎人生を楽しむ～１５人のボランティア活動（ボ）１６
第５回市民カレッジの記録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎セルフヘルプ・グループからのメッセージ（ボ）１７
ボランティア希望者が活動できる場所の情報等を紹介（障害福祉編）　　　　　　◎Let'sボランティア～かながわのボランティア受入施設・団体～（ボ）１８
文部科学省体験活動関係施策資料集地域教育力・体験活動等の総合的な推進（ボ）１９
「第１０回全国ボランティアフェスティバルかながわ」テーマ別集いの記録福祉教育の新たな展開を考える（ボ）２０
成年後見制度や地域福祉権利擁護事業の制度内容、利用手続き等を解説成年後見制度を利用される方のために～利用のご案内（あ）２１
昨年の本会５０周年記念シンポジウムの記録これからの福祉における権利擁護を考える国際シンポジウム報告書（あ）２２
１３年度地域福祉権利擁護事業の利用状況、事業推進上の課題誰もが、安心し、自立できる生活支援をめざして（あ）２３
かながわ福祉サービス運営適正化委員会の活動状況、対応結果等福祉サービス苦情解決事業報告書（福）２４

※（企）企画課､（社）社会福祉事業課､（地）地域活動支援課､（生）生活支援担当､（人）福祉人材課､（研）研修研究課､（ボ）ボランティアセンター､（あ）権利擁護相談センターあしすと､（福）福祉サービス運営適正化委員会

「2003年版社会福祉手帳」申し込み受付中〈価格500円〉7月31日（水）まで

第２３回ともしびポスター・第１６回絵本コンテスト第２６回神奈川県福祉作文コンクール項　目

県内に在住または在学している小学生・中学生・高校生（盲・聾・養
護学校を含む）　※兄弟・友人との合作も可

県内公私立小・中学校及び盲・聾・養護学校（小学部、中学
部）の児童・生徒応募資格

テーマ：「みんながともに生きるまち」
盧ポスターの部
　①用紙＝画用紙Ｂ３判（５１．５㎝×３６．４㎝）もしくは４つ切判（５４㎝×

３８㎝）に準じる
　②画材＝カラーペン、絵の具、クレヨン、ポスターカラー、色画用紙等
盪絵本の部
　①用紙＝原則、画用紙Ｂ４判（２６㎝×３６㎝）２枚を半分にし、Ｂ５判

（１８㎝×２６㎝）４枚にしたもの
　②頁数＝表・裏表紙を含む８ページ
　③綴じ方＝縦・横は自由、ひもやホチキス等を使用
　④画材＝ポスターの部に同じ
　⑤文＝絵の上でも空いているところでも可。文の形式は文章、詩、吹

き出しいずれでも可
※裏面には応募票を添付のこと（合作の場合は全員の応募票を添付）。

盧作文の内容
　皆さんが、福祉について日常を通して感じたこと、体験したこと、
こうありたいと願うことなどを自由に表現したもの（題名自由）
（例）☆お年寄りに親切にしたこと
　　☆身体の不自由な人とふれあったときのこと
　　☆地域社会・学校・家庭で体験したこと
　　☆社会福祉施設で暮らす人のこと
　　☆しあわせな社会をつくるため、こうありたいと考えてい

ること　など
盪字数＝小学校児童　Ｂ４判４００字詰め原稿用紙を使用し、８００

字～１，０００字以内
　　　　中学校生徒　Ａ４判４００字詰め原稿用紙を使用し、

１，６００字～１，８００字以内
※頭書３行に題名・学校名・学年・氏名・性別を記入

内　　容

平成１４年９月６日（金）平成１４年９月１０日（火）締切日

作品は学校で一括して盧・盪のいずれかに郵送または持参してください。
盧かながわともしびセンター・ともしび普及課
　〒２２１－０８３５横浜市神奈川区鶴屋町２－２４－２　かながわ県民センター内
　�０４５－３１２－１１２１　内線３１０７・３１０８
盪お近くの市区町村社会福祉協議会（持参のみ受付）
　※横浜市（区）社会福祉協議会では受付いたしませんので、盧に郵送

または持参してください。

県共同募金会の各市区町村支分会内「福祉作文コンクール事務
局支局」へ学校ごとに送付してください。
盧社会福祉法人神奈川県共同募金会
　�０４５－３１２－６３３９
盪かながわともしびセンター・ともしび普及課
　�０４５－３１２－１１２１　内線３１０７・３１０８

応募先
・

問合せ先

やさしさや福祉の心を表現しよう
　毎年、夏休み期間を利用して募集している福祉作文コンクール（共催：県共同
募金会）と、ともしびポスター・絵本コンテスト（本会主催）を実施します。
　各事業とも審査会を行い、優秀な作品は本会のイベントで展示するととも
に、新聞やテレビなどのマスコミを通じて紹介します。
　子どもたちの自由な発想と、心のこもった作品をお待ちしております。

※写真は昨年のともしび大賞を受賞した、左：座間市立相模中学校１年澤田あかねさ
ん（ポスター）、右：函嶺白百合学園中学校２年長谷川有似さん（絵本）の作品です。
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図 書

★社会福祉法人･福祉施設のための実践･リ
スクマネジメント（平田厚、全社協）
★介護の現実と再構築～介護事故・医療行
為・介護現場の真相を踏まえて（ヘルスケ
ア総合政策研究所、日本医療企画）
★よくわかる支援費制度Ｑ＆Ａ／改訂支援
費制度《かんたん》ガイド（全社協）
★障害者福祉　改革への提言（障害者生活
支援システム研究会、かもがわ出版）
★福祉サ－ビスの原点に学ぶ～丹沢自律生
活センタ－の実践から（藤村和靜他、雄山
社）
★虐待を受けた子どもへの自立支援～福祉
実践からの提言（村井美紀他、中央法規）
★社会福祉協議会のあゆみ～創設五十周年
記念誌（川崎市社協）

資 料

★利用者とのよりよい関係づくりをめざし
て（全社協、福祉施設における苦情解決の
あり方特別委員会）
★介護予防プラン・実態把握マニュアル（全
社協、全国在宅介護支援センタ－協議会）
★障害者のニ－ズに基づくホ－ムヘルプサ
－ビスのあり方に関する調査研究（全社協）
★障害者の権利擁護のための事例集～三浦
半島地区（県鎌倉保健福祉事務所）
★知的障害者施設サ－ビス利用契約の手引
き（日本知的障害者福祉協会）
★自閉症児支援システム調査報告書（山田
佐登留他、日本自閉症協会）
★母子生活支援施設職員ハンドブック（栃
木県母子生活支援施設連絡協議会）
★０・１歳児の保育について～自由記述によ
るアンケ－ト調査（白峰学園保育センタ－）
★インサイド・オリエンテ－ション２００２（子
どもの園）
★地域福祉の推進について（県社会福祉審
議会）
★川崎市地域福祉活動推進計画（同市社協）
★神奈川県保健医療計画／地域保健医療計
画（県衛生部）

本会「福祉資料室」がこの１カ月間に収集
した主なものを掲載しました。福祉資料室
には閲覧室があり、文献検索、資料利用相
談、貸出し等のサービスも行っています。
◆利用時間：月曜日～金曜日（第３金曜、
祝日、年末年始等を除く）の９時～17時
◆貸出し：２週間３冊まで
◆問合せ：�０４５－３１１－８８６５
URL http://www.progress.co.jp/members/jinsyakyo/tosyo/
（ＨＰでも図書・資料の検索ができます）

図図図図図図図図図図図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書書書書書書書書書書書・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料図書・資料
福
祉
現
場
の
研
修
・
研
究
活
動
費
を
助
成
し
ま
す

　

現
場
実
施
を
も
と
に
し
た
研
修
・
研
究
活
動

を
行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
対
象
に
、そ
の
資
質

向
上
を
図
る
た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

◇
内
容
＝
①
活
動
経
費
の
一
部
助
成
（
上
限　
１０

万
円
）、
②
県
社
会
福
祉
会
館
研
修
室
の
無
料

貸
出
、
③
研
修
・
研
究
活
動
に
関
わ
る
相
談
・

情
報
提
供
（
＊
福
祉
資
料
室
所
蔵
の
図
書
・
資

料
の
紹
介
と
情
報
提
供
＊
活
動
成
果
の
発
表
の

場
の
提
供
＊
研
修
・
研
究
の
進
め
方
に
つ
い
て

の
ア
ド
バ
イ
ス
＊
講
師
・
研
修
者
の
紹
介
）

◇
詳
細
は
、
か
な
が
わ
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ

ー
研
修
研
究
課　

�　

―　

―
１
４
２
９

０４５

３１１

　
　

―　

―
０
７
３
７

FAX
０４５

３１３

川
畠
成
道
・
チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト

◇
内
容
＝
「
里
親
家
庭
」
や
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」
の
確
保
に
向
け
た
、
川
畠

成
道
氏
に
よ
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

◇
日
時
＝
８
月
４
日
豸　

時
開
演

１４

◇
会
場
＝
県
立
音
楽
堂

◇
入
場
料
＝
全
席
自
由
５
千
円
（
学
割
有
）

◇
問
合
せ
＝
旭
児
童
ホ
ー
ム

�　

―　

―
１
２
７
０

０４５

９５３

　
　

―　

―
４
９
４
１

FAX
０４５

９５１

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
準
備
講
習
会

◇
日
程
＝
８
月　

日
貍
・　

日
貊
・
９
月
７
日
貍

１７

３０

は
県
社
会
福
祉
会
館
、８
月　

日
貉
・　

日
貅
・

２１

２９

９
月
４
日
貉
は
藤
沢
産
業
セ
ン
タ
ー
で
開
催

◇
対
象
＝
有
受
験
資
格
者

◇
受
講
料
＝
本
会
会
員
１
万
円
、
非
会
員
１
万

６
千
円

◇
申
込
み
＝
７
月　

日
貉
ま
で

３１

◇
問
合
せ
＝
か
な
が
わ
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ

ー
研
修
研
究
課

�　

―　

―
８
７
３
１

０４５

３１１

　
　

―　

―
０
７
３
７

FAX
０４５

３１３

社
会
福
祉
士
国
家
試
験
受
験
対
策
講
座

◇
日
程
＝
９
月　

日
か
ら　

月　

日
ま
で
毎
土

２１

１１

１６

曜
日
〈
全
国
統
一
模
擬
試
験　

月　

日
貍
〉

１１

１０

◇
会
場
＝
ウ
ィ
リ
ン
グ
横
浜

◇
対
象
＝
有
受
験
資
格
者
又
は
取
得
見
込
者

◇
受
講
料
＝
２
万
円
（
模
試
の
み
６
千
円
）

◇
申
込
み
＝
８
月　

日
貊
ま
で

１６

◇
問
合
せ
＝
譖
神
奈
川
県
社
会
福
祉
士
会

�　

―　

―
２
０
４
５

０４５

３１７

　
　

―　

―
２
０
４
６

FAX
０４５

３１７

パ
ソ
コ
ン
要
約
筆
記
者
養
成
講
習
会

◇
日
程
＝
平
成　

年　

月
〜　

年
３
月
の
、
各

１４

１０

１５

月
第
一
土
曜
日
及
び
第
三
土
曜
日

◇
対
象
＝
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
、
ワ

ー
プ
ロ
が
で
き
る
人
、
耳
の
聴
こ
え
な
い
人
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
気
持
の
あ
る
人
（
定
員　

人
）

３０

◇
会
場
＝
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー

◇
受
講
料
＝
１
万
円
（
他
教
材
代
等
別
途
）

◇
〆
切
り
＝
８
月　

日
貍
ま
で

３１

◇
問
合
せ
＝
Ｐ
Ｃ
か
な
が
わ

〒　

―
０
０
１
４
座
間
市
栗
原
中
央
４
―　

―
８（
戸
田
宅
）

２２８

１２

　
　

―　

―
９
５
２
４

FAX
０４６

２５４

寄
託
金
品
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

【
寄
託
金
】（
敬
称
略
）

▽
あ
じ
っ
こ
音
頭
同
好
会
一
同
▽
田
中
良
平
▽

広
瀬
公
子
▽
脇
隆
志
（
計
七
五
、
〇
〇
〇
円
）

【
寄
託
品
】（
敬
称
略
）

▽
神
奈
川
定
年
問
題
研
究
会
▽
日
軽
物
流
㈱

横
浜
支
店
▽
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
学
院
福
祉
文
化

の
森
▽
譖
神
奈
川
県
園
芸
協
会
▽
神
奈
川
観

賞
魚
親
睦
会
▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
横
浜
雇
用
保
険

適
用
課
適
用
係
▽
秋
元
和
子
▽
田
中
智
恵
子

〈
お
詫
び
と
訂
正
〉
６
月
号
掲
載
の
「
ワ
タ
ミ
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

㈱
」
の
所
在
地
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
「
東
京
都
大

田
区
西
蒲
田
７－

　

－

６
蒲
田
大
和
ビ
ル
５
階
�　

－

５
７
０

４５

０３

３－

２
２
５
５
㈹
」
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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前
回
は
、「
ワ
タ
ミ
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社
」
で
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
な
が

ら
、
経
営
者
の
想
い
を
社
員
に
常
に
伝
え
て
、
仕
事
に
対
す
る
想
い
や
会
社
が
向
か
う

べ
き
方
向
を
常
に
共
有
す
る
こ
と
の
意
味
と
大
切
さ
を
考
え
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
株
式
会
社
リ
ソ
ー
教
育
」（
本
社 ：

東
京
都
豊
島
区
）
の
人
事
評
価
に
対

す
る
考
え
方
を
ご
紹
介
し
な
が
ら
、
社
員
の
士
気
を
向
上
さ
せ
、
組
織
を
活
性
化
さ
せ

る
た
め
の
人
事
評
価
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

育
ち
合
い
な
が
ら
効
率
の
良
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

企
業
の
姿
勢
か
ら
学
ぶ
も
の
盻

連載
企
業
に
お
け
る
人
事
評
価
の
変
遷

小
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
学
習
塾
業

界
に
お
い
て
、
徹
底
し
た
個
別
指
導
で

高
い
進
学
率
を
誇
り
、
本
年
六
月
に
は

東
証
一
部
に
上
場
し
躍
進
を
続
け
る

「
㈱
リ
ソ
ー
教
育
」。
現
在
、
三
十
九

校
の
学
習
塾
「 
T  
O  
M  
A 
S
」
の
運
営

ト 

ー 

マ 

ス

の
ほ
か
、
家
庭
教
師
派
遣
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
個
別
指
導
事
業
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

　
「
事
業
を
始
め
た
当
初
は
、
教
師
一

人
に
対
し
生
徒
六
人
の
学
力
別
少
人
数

指
導
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

顧
客
で
あ
る
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
、

本
当
に
満
足
す
る
教
育
が
で
き
て
い
る

の
か
疑
問
に
感
じ
た
の
で
す
。
お
り
し

も
少
子
化
時
代
の
到
来
で
、
十
把
一
絡

げ
の
日
本
の
教
育
が
、『
自
分
ら
し
さ
』

を
大
切
に
す
る
教
育
へ
と
見
直
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
そ
こ

で
互
い
を
認
め
合
い
、『
違
い
』
を
基
礎

と
し
て
位
置
付
け
た
教
育
理
念
を
復
活

さ
せ
よ
う
と
、
一
九
九
〇
年
に
、
完
全

個
室
で
一
対
一
の
指
導
を
行
う
個
人
教

授
シ
ス
テ
ム
を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
百

人
百
様
の
個
性
に
合
わ
せ
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
作
成
と
徹
底
し
た
個
別
指
導

で
、『
個
性
』
を
育
む
教
育
手
法
を
目
指

し
て
い
ま
す
」
と
代
表
取
締
役
会
長
兼

社
長
の
岩
佐
実
次
さ
ん
は
話
し
ま
す
。

　

当
時
の
学
習
塾
業
界
の
常
識
で
は
、

考
え
ら
れ
な
い
「
個
別
指
導
」
へ
の
経

り
ま
し
た
。
現
在
で
は
成
果
主
義
で
重

視
さ
れ
た
結
果
だ
け
で
な
く
、
成
果
へ

の
過
程
の
段
階
で
の
思
考
や
行
動
を
評

価
し
よ
う
と
い
う
「
コ
ン
ピ
テ
ン
シ
ー

成
果
主
義
」
や
、
経
営
管
理
を
多
面
的

に
評
価
・
管
理
す
る
「
Ｂ
Ｓ
Ｃ
（
バ
ラ

ン
ス
・
ス
コ
ア
カ
ー
ド
）」
等
を
導
入
す

る
企
業
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
の
あ
お
り
を
受
け
、
市
場
縮

営
転
換
は
、
社
員
の
多
く
か
ら
猛
反
対

を
さ
れ
た
と
い
い
ま
す
。
し
か
し
、
社

員
に
そ
の
必
要
性
を
根
気
よ
く
語
り
続

け
、
納
得
し
て
も
ら
い
共
に
努
力
し
た

結
果
が
今
に
あ
る
と
、
岩
佐
さ
ん
は
言

葉
を
続
け
ま
す
。

　
「
個
別
指
導
を
行
う
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
社
員
に
負
担
を
課
す
と
い
う

こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
私
は
、
評
価
は

社
員
が
辛
く
て
も
仕
事
を
頑
張
ろ
う
と

思
い
、
そ
の
結
果
が
認
め
ら
れ
賃
金
に

反
映
さ
れ
た
結
果
、
社
員
が
幸
せ
に
な

る
た
め
の
し
く
み
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
普
通
は
評
価
と
い
う
と
、
公
平
で

絶
対
的
な
も
の
で
、
評
価
を
行
う
こ
と

で
そ
の
人
の
全
て
を
知
る
こ
と
が
で
き

る
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
私

は
神
様
で
は
な
い
か
ら
、
社
員
の
全
て

を
評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
全

員
が
納
得
す
る
評
価
を
行
う
こ
と
も
難

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
切
な
の

は
、
評
価
は
あ
く
ま
で
も
そ
の
人
の
一

部
分
を
見
て
い
る
だ
け
だ
と
い
う
こ

と
。
そ
し
て
、
公
平
に
な
る
よ
う
努
力

　

一
九
九
〇
年
代
前
半
に
、
社
員
の
個

人
的
な
価
値
を
充
足
さ
せ
よ
う
と
、
多

く
の
企
業
が
取
り
入
れ
て
き
た
「
生
活

主
義
」
の
人
事
は
、
年
齢
や
経
歴
を
重

視
し
た
「
年
功
主
義
」。
そ
し
て
、
社
員

個
々
の
持
つ
能
力
の
高
さ
や
職
務
遂
行

能
力
（
仕
事
を
す
る
能
力
）
に
よ
り
評

価
を
行
う
「
能
力
主
義
」
へ
と
、
経
済

状
況
の
変
化
に
合
わ
せ
、
進
化
の
過
程

を
た
ど
っ
て
き
ま
し
た
。

　

能
力
主
義
は
、
能
力
の
高
い
社
員
ほ

ど
仕
事
が
上
手
く
で
き
る
と
い
う
考
え

方
か
ら
、
新
事
業
の
展
開
や
部
署
の
拡

大
な
ど
が
活
発
に
行
わ
れ
、
有
能
な
人

材
を
多
く
必
要
と
す
る
時
代
に
は
有
効

的
な
方
法
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
し
か

し
経
済
が
陰
り
を
見
せ
始
め
る
と
、
潜

在
能
力
の
有
無
よ
り
実
際
に
結
果
と
し

て
現
れ
た
成
果
を
評
価
し
、
能
力
過
剰

や
能
力
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
に
よ
る
人
件
費

へ
の
影
響
を
押
さ
え
る
「
成
果
主
義
」

が
、
評
価
の
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な

本
物
の
教
育
サ
ー
ビ
ス
を
目
指
し
て

社
員
を
幸
せ
に
し
た
い
か
ら
評
価
す
る

㈱リソー教育

設　　立：昭和６０年７月
資 本 金：５億６，０００万円
代 表 者：岩佐実次
社 員 数：２２０人（単独）
主な事業：学習塾、家庭教師セ

ンター、インターネ
ットによる個別指導

本　社：〒１７１－００３１　
東京都豊島区目白３－１
－４０目白リソービル
�０３－５９９６－２５０１㈹

URL: http://www.tomas.co.jp/

自らを「教育指導という見えない商品を提供して対価を
得る民間サービス企業体」と定義付けているリソー教育
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ひと・ネットワーク
ひと・ネットワーク1 1 7

　自閉症の診断を受けた利用者が７０％を越え
る入所施設を運営するようになって、はや７
年目に入ります。その中で、水分を激しく摂
る人が数人いて対応に追われています。
　ヒトの体重の５０％～６０％は水分です。ヒト
は、毎日数リットルの水分を摂取し、同時に、
数リットルの水分を発汗・排尿等を通して排
泄して生命を維持しています。通常の量の飲
水は、生命維持にとって必要不可欠です。
　しかし、人によっては通常以上の量の水分
摂取をします。職員も「飲み過ぎ」が気にな
ります。これが『多飲水』の状態です。これ
が進むと、血液中の電解質に異常が現れま
す。特に、Ｎａイオンが低下します。これは
『病的多飲水』の段階です。個室（保護室）
で対応し、施錠し、水分摂取の制限を必要と
します。
　さらに、水分嘔吐・意識障害・けいれん発
作を起こす場合には、『水中毒』の段階とさ
れ、致死率も１０％～５０％と高くなってくるの
です。
　これらの状態は、精神科入院病棟では長期
間入院し、長期にわたり向精神約を服用して
いる患者に多いといいますが、原因はまだ特
定できていません。
　私たち知的障害者施設においても例外では
ありません。多くの施設で、職員ができる限
りの努力と工夫をしながら対応に苦慮してい
ます。
　そこで私たちは、知的障害者更生通所・入
所施設（県内約１００施設）を対象に、多飲水・
水中毒の現状についてアンケート調査を実施
し、現在集計を行っています。県社協の研修
・研究活動費の助成を活用して（本紙７面参
照）、研修及び研究を進めているもので、その
結果を報告し、関係者の方々に役立ててもら
おうと思っています。

｢『多飲水・水中毒』を
知ってますか？ ｣

津久井郡知的障害者入所更生施設
多飲水・水中毒研究会
代表　小山創（藤野さつき学園）

会
社
に
愛
情
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
に

は
す
る
が
、
社
員
の
頑
張
り
の
全
て
を

評
価
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
を
、
社
員
と
よ
く
話
し
合
い
、
理
解

し
て
も
ら
う
努
力
を
し
、
互
い
に
譲
歩

し
合
え
る
関
係
を
作
っ
て
い
く
こ
と
だ

と
思
う
の
で
す
」

　　
「
弱
者
に
重
点
を
置
く
評
価
で
は
、

企
業
は
生
き
残
れ
な
い
。
で
も
劣
等
感

を
抱
か
せ
る
評
価
は
も
っ
て
の
ほ
か
」

と
岩
佐
さ
ん
。

　

こ
の
一
見
矛
盾
す
る
言
葉
の
裏
側
に

は
、
社
員
へ
の
限
り
な
い
愛
情
が
あ
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
「
評
価
は
一
年
に
一
回
が
企
業
の
通

例
で
す
が
、
こ
れ
で
は
社
員
が
そ
の
結

果
を
真
摯
に
捉
え
す
ぐ
に
改
善
し
よ
う

と
し
て
も
、
一
年
間
は
評
価
さ
れ
な
い

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
わ
が

社
で
は
、
二
カ
月
ご
と
に
評
価
を
行
う

こ
と
に
し
ま
し
た
。
各
部
署
の
リ
ー
ダ

ー
は
、
自
分
の
部
下
を
評
価
対
象
に
し

て
欲
し
い
と
申
請
で
き
る
権
利
を
持
っ

て
い
て
、
社
員
の
頑
張
り
を
タ
イ
ム
リ

ー
に
評
価
し
て
い
ま
す
。
当
然
結
果
が

悪
い
社
員
も
出
て
き
ま
す
。
私
は
そ
ん

な
社
員
を
切
り
捨
て
る
の
で
は
な
く
、

敗
者
復
活
の
評
価
を
し
て
い
き
た
い
の

で
す
。
会
社
の
意
に
反
し
な
け
れ
ば
、

何
度
落
ち
て
も
い
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
逆
に
そ
れ
が
発
奮
材
料
と

な
り
、
社
員
一
人
ひ
と
り
が
成
長
し
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
の
で
す
」

と
笑
顔
で
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

（
企
画
課
）
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今月のまとめ�

今月のまとめ�
　

昨
今
、
福
祉
業
界
に
お
い
て
も

人
事
制
度
の
改
革
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
人
事
制
度
の
な
か
で
一
番
の
ポ

イ
ン
ト
と
な
る
も
の
が
、
今
回
の
テ
ー

マ
で
あ
る
評
価
（
人
が
人
を
評
価
す
る

難
し
さ
か
ら
考
課
制
度
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
）
制
度
で
す
。
今
ま
で
の
評
価

制
度
と
い
う
と
、
勝
者
と
敗
者
を
明
確

に
し
、
勝
者
に
は
報
酬
が
与
え
ら
れ

る
、
あ
る
い
は
社
内
的
地
位
が
上
が

り
、
そ
し
て
敗
者
は
そ
の
逆
に
、
昇
給

の
延
滞
や
降
格
す
る
と
い
っ
た
し
く
み

の
も
の
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

し
か
し
そ
ん
な
成
果
（
業
績
）
主
義

も
、
弊
害
と
し
て
、
組
織
内
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
低
下
、
風
土
の
悪
化

等
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
必
ず
し
も
有

効
的
に
活
用
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
組
織
と
し
て
の
求
心

力
を
高
め
る
人
事
制
度
が
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。
職
員
一
人
ひ
と
り
が
、
組

織
の
中
で
自
己
実
現
が
図
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
自
己
成
長
を
助
け
る
育
成

制
度
が
重
要
で
す
。
評
価
は
、
育
成
の

た
め
に
、
今
出
来
て
い
な
い
事
を
把
握

す
る
意
味
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

ま
た
今
回
の
取
材
先
で
は
、
顧
客
で

あ
る
生
徒
に
対
し
て
も
、
そ
し
て
社
員

に
対
し
て
も
同
様
の
考
え
方
を
し
て
い

る
と
こ
ろ
も
大
変
特
徴
的
で
、
参
考
に

な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

組
織
に
関
わ
る
全
て
の
人
が
何
を
望

ん
で
い
る
の
か
を
把
握
し
、
対
応
し
て

い
く
。
こ
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
た
い

も
の
で
す
。

（「今月のまとめ」協力）㈱川原経営総合センター福祉経営指導一部
�03－3289－0867　URL:http://www.kawahara-group.co.jp/
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仲
間
と
と
も
に
生
活
で
き
る
学
び
舎
を

と
も
に
学
ぶ
総
合
高
校
を
考
え
る
会
（
横
須
賀
市
）
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生
徒
自
身
が
科
目
を
選
択
し
、
学
習

す
る
こ
と
が
で
き
る
「
単
位
制
高
等
学

校
」
が
、
全
国
に
続
々
と
開
校
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
生
徒

全
員
が
定
め
ら
れ
た
科
目
を
履
修
す
る

高
校
と
は
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

に
合
っ
た
科
目
を
、
生
徒
自
ら
が
組
み

合
わ
せ
主
体
的
に
学
習
す
る
こ
と
で
、

学
ぶ
こ
と
の
楽
し
さ
や
豊
か
な
人
間
性

を
育
む
こ
と
が
で
き
る
と
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
は
平
成
十
五
年
度
に
、
全
日
制

の
単
位
制
総
合
高
等
学
校
で
あ
る
、

「
横
須
賀
市
立
総
合
高
等
学
校
」（
以

下
、
総
合
高
校
）
が
横
須
賀
市
に
開
校

さ
れ
る
の
を
機
に
、
地
域
に
住
む
多
様

な
ニ
ー
ズ
を
も
つ
子
ど
も
達
も
、
と
も

に
学
ぶ
事
の
で
き
る
高
校
を
作
ろ
う
と

活
動
し
て
い
る
「
と
も
に
学
ぶ
総
合
高

校
を
考
え
る
会
」（
通
称 ：

と
も
総
）
の

大
石
さ
ん
、
池
田
さ
ん
、
新
井
さ
ん
に

活
動
の
よ
う
す
を
伺
い
ま
し
た
。

地
域
の
中
で
可
能
性
を
広
げ
て
欲
し
い

　

と
も
総
は
、
横
須
賀
市
内
の
知
的
に

障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
持
つ
親
が
中
心

と
な
り
、
十
二
年
七
月
に
発
足
し
ま
し

あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
地
域
の
中
で
学

び
、
育
つ
こ
と
の
で
き
る
高
校
に
は
ど

ん
な
制
度
や
シ
ス
テ
ム
が
必
要
な
の

か
、
保
護
者
や
小
・
中
・
高
校
の
現
場

の
先
生
方
、
教
育
関
係
者
等
と
一
緒
に

話
し
合
っ
て
き
ま
し
た
」
と
大
石
さ
ん

は
話
し
ま
す
。

た
。

　
「『
皆
と
一
緒
に
学
校
に
行
き
た
い
』

と
願
う
、
全
て
の
子
ど
も
達
が
豊
か
に

学
べ
る
高
校
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
、

市
教
育
委
員
会
の
開
校
準
備
室
や
学
校

教
育
課
と
の
ワ
ー
キ
ン
グ
、
会
合
、
講

演
会
を
開
催
し
て
き
ま
し
た
。
障
害
が

　

活
動
の
背
景
に
は
「
中
学
を
卒
業
し

た
、
市
内
に
住
む
知
的
に
障
害
の
あ
る

子
ど
も
達
の
ほ
と
ん
ど
が
『
養
護
学
校

以
外
進
路
先
が
な
い
』
と
い
う
現
状
が

あ
り
ま
す
」
と
池
田
さ
ん
。

「
二
十
一
世
紀
を
担
う
新
し
い
高
校
と

し
て
、
総
合
高
校
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も

達
、
一
人
ひ
と
り
の
ニ
ー
ズ
を
考
え
た

高
校
づ
く
り
を
し
て
欲
し
い
」
と
言
葉

を
続
け
ま
す
。

　

現
在
と
も
総
で
は
、『
特
別
枠
』
の
生

徒
と
し
て
知
的
に
障
害
の
あ
る
子
ど
も

を
受
け
入
れ
て
も
ら
う
こ
と
。
そ
し

て
、
他
の
生
徒
た
ち
と
と
も
に
高
校
生

活
を
送
る
う
え
で
、
ど
ん
な
支
援
が
必

要
な
の
か
調
査
す
る『
調
査
研
究
校
』に

総
合
高
校
が
指
定
さ
れ
る
こ
と
を
、
市

の
教
育
委
員
会
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

　
「
入
学
試
験
の
あ
り
方
や
単
位
認
定

な
ど
、
今
後
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
問
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
ま
ず
総
合
高
校
で
研
究
を
始
め
て

い
た
だ
き
、
将
来
の
よ
り
よ
い
形
を
皆

で
模
索
し
て
い
く
。
そ
れ
が
第
一
歩
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
新
井

さ
ん
は
結
ん
で
く
れ
ま
し
た
。（企

画
課
）

と
も
に
学
ぶ
総
合
高
校
を
考
え
る
会

�
０
４
６
８－

　

－
０
９
２
２（
大
石
）

２１

U
R
L　h

ttp
://w

w
w
.g
e
o
c
itie
s
.c
o

.jp
/H
iT
e
e
n
s
/2
0
9
6
/ 　

　
　
　
　

養護・特養ホーム（海老名市）

本年３月にケルン大学のヴァルター・ドレーヤー氏
（写真中央）を迎え開催された講演会でのようす
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